
 

令和７年度 事業実績 

 

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

 

 

NPO 法人 DV 対策・予防センター九州 

 

１ 事業実施の方針 

 法人設立５年目となった。福岡県の男性相談事業は継続している状況であり、経験の蓄積があった。また、

予防教育の講演活動は例年通り行い、現状維持ではあるが、社会情勢の変化に合わせて、予防教育を進化さ

せてきた。 

  

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事業内容 

実施予定 

日時 

実施予定 

場所 

従事者 

の予定 

人数 

受益対象者の 

範囲及び 

予定人数 

事業費の 

金額 

（千円） 

①DV 加害者プ

ログラムの

実施等、非

暴力化に向

け た 取 組

み。 

福岡県からの相談委

託事業において、加害

者へのアプローチを

検討してきた。 

 

50 回以上 

 

法人住所

内または

公的機関 

２人 DV 加害者 

２０人 

 

4,823 

 

②DV 予防教育

プログラム

の実施等、

将来の被害

者、加害者、

傍観者を生

まないため

の取組み。 

子どもたちに対する

メッセージに相談

の有効性や、男子の

被害についても実

態に即した内容を

伝えた。 

20 校 各学校 １人 

 

小学生 

中学生 

高校生 

大学生 

約 500 人 

0 

③地方自治体

と 連 携 し

た、先進的

な DV 被害者

支援の取組

み。 

女性困難支援法に基

づき立ち上がった福

岡県の支援ネットワ

ークに加わった。 

通年 公的機関 ２人 県民 

１千人 

0 

④その他、DV

対策に必要

な取組みの

実施 

自治体における相談

員等の人材育成に

講師として貢献し

てきた。 

通年 公的機関 １人 複数県の相談

員 

20 人 

0 

 

 

 



（第一号議案） 

 

NPO 法人 DV 対策予防センター九州 実績報告書及び実施予定事業 

（第６期：令和 7 年４月１日～令和 8 年３月３１日） 

 

令和 8 年５月２９日 

 

法人の目的及び事業 

（目的） 

 この法人は、DV の被害者とその子どもたちの相談支援及び加害者への対策について、地

方自治体及び民間団体と連携しながらその取組みをさらに充実させ、支援の先進的なモデ

ルを作る。 

DV 加害者への取組みは、被害者支援に資するよう、効果的な加害者プログラムの開発、実

施及び加害者の非暴力化に向けた有効な手法を継続的に模索するなどの取組みを推進する。

さらに、DV 予防教育に関する事業を行うため、教育効果の高い手法や内容を明らかにする

べく調査研究事業に着手または専門家と連携・協働を行い、発達段階に応じたプログラムを

作成、実施する。これを学校現場に広め、将来の DV 被害者、加害者、傍観者を生まない社

会作りに寄与する。そして、これらの知見を福岡及び佐賀から九州、全国へ広げることを目

的とする。 

 

（事業） 

(1) DV 加害者プログラムの実施等、非暴力化に向けた取組み。 

(2) DV 予防教育プログラムの実施等、将来の被害者、加害者、傍観者を生まないための取

組み。 

(3) 地方自治体等と連携した、先進的な DV 被害者支援の取組み。 

(4) その他、DV 対策に必要な取組みの実施。 

 

（１） についての実施報告。 

 この事業については、今期も具体的な実施には至らなかった。しかしながら、福岡県とし

ては来期に向けて、加害者プログラムを実施する方向で検討に入り、当団体はその実施に向

けた相談を受けてきた。最終的には、来期に新規事業として実施することが決まり、受託団

体を選定する目的でプロポーザルを実施することになった。当法人も入札に参加し、結果、

当団体が受託できることになった。第 7 期から加害者プログラムを実施できることになっ

たのは大きな進捗である。具体的実施方法としては、問い合わせしてきた男性に対して、イ

ンテーク面接を行い、実施の可否を判断し、１クール１２回のプログラムを実施する予定で

ある。現在、プログラムの具体的な内容を詰めているところである。 



 今期のDV加害者男性の相談は、プログラムを探しているという問い合わせが多かった。

そのような方々に、妻との現在の関係を訊いたところ、「家を出て行った」「別居している」

という回答が多かった。やはり参加の動機付けは、妻子との関係修復なのであろう。自らの

暴力性に向き合う準備ができているとは言い難い状況と思われる。しかしながらそれでも

非暴力化に向けた取組みは重要であり、被害者支援の一助となるために取組む所存である。 

 

（２） についての実施報告。 

 この事業はすべて講演形式にて学校現場で行っている。子どもたちが将来のDV被害者、

加害者、傍観者にならないよう専門家としての知見を取り入れながら、より子どもたちの実

態に合うよう毎年何等かのアップデートを心がけている。特に SNS の使い方が、男女間、

友人間のトラブル悪化の要因になっている事例が多くあり、使い方の問題というよりは、関

係性の問題として若者たちに考えてもらえるようなメッセージを送っている。また、自治体

によっては、生活困窮であるとか悪質ホストクラブの問題を啓発する内容を加えて欲しい

という要望もあり、講演内容にそれらを加えて実施した。 

 今期の実施実績としては、佐賀県の小中高大学で１４校、熊本県の高校１０校、鹿児島市

の中学高校大学で 4 校 福岡市では高校１校、大分県の高校、専門学校３校、その他、教職

員向け研修を４カ所で実施した。その他、看護専門大学 2 校の講演も継続している。 

 近年、SNS による犯罪被害に高校生が巻き込まれる事案も発生しており、それらを啓発

してほしいという要望が高校から多数上がってきており、それに応じた内容も令和 8 年度

から加えていきたい。 

 今期から、新たに福岡県から委託を受け、高校２校、中学校１校で予防教育を実施できた。

全般的に学校側の受け入れもよく、裾野が広がっている印象がある。 

 

（３） についての実施報告 

 令和 6 年度の委託事業は、福岡県の男性相談のみであったが、3 年目ということもあり、

継続相談がかなり増えて、被害者及び加害者の情況をより知ることができた。 

 方法はその日の担当者が自宅で電話相談を受けるものだが、３本の相談チャンネルがあ

る。 

①「DV をやめたい方の相談ホットライン」 

 毎週日曜日 １０：００～１３：００（年末年始除く） 

②「男性 DV 被害者のための相談ホットライン」 

 毎週火曜日、木曜日 １８：００～２１：００ 

 毎週土曜日     １０：００～１３：００（年末年始除く） 

③「LGBT の方の DV 被害者相談ホットライン」 

 毎月第一日曜日 １４：００～１７：００ 

 毎月第三水曜日 １８：００～２１：００ 



 

 来期からは、この３本の相談業務が再編されることになった。具体的には、「男性 DV 被

害者のための相談ホットライン」と「LGBT の方の DV 被害者相談ホットラインが」１

本となり、「男性等 DV 被害者相談ホットライン」となる。実施期間も、毎週水曜日の１

８時～２０時と毎週日曜日の１０時～１２時と規模が縮小された。これもプロポーザル

で当団体が受託した。また、①の「DV をやめたい方の相談ホットライン」が DV 加害者

プログラムに進化したことは前述した通りである。 

 

（４） についての実施報告 

 令和６年度から「困難な課題を抱える女性への支援に関する法律」が施行され、これに関

連して、福岡県は関係機関のネットワーク事業を立ち上げ、当法人もそのメンバーに加わっ

た。法律施行をきっかけに、女性サポートホットラインが立ち上がり、他の団体が相談事業

を受託していたが、３年目に当たる時期に新たに委託する団体のプロポーザルが行われ、当

法人が受託することになった。新たな事業として第７期を迎え、先進的な取組みができるよ

う頑張りたい。                                

以上 

 

 

 

第７期 予定事業について 

 

（１） についての予定事業 

 この事業については、「福岡県 DV をやめたい方のためのプログラム事業」として具体的

な実施ができるようになった。 

 １クール１２回プログラム（１クール８人まで）で今期２クールを実施する予定である。

ジェンダーの視点を中心に非暴力化に向けた学びを繰り返すもので、穏やかな生活を続け

ることも目的にしたプログラム内容にしている。まだ、手探り状態であるが、取組みを勧め

たい。 

 

（２）についての予定事業 

 この事業については、例年に引き続き実施予定である。内容を刷新しながら、実施校数を

増やしていきたい。新たなトピックとして、AI を使った若者の相談行動についても調査し

てみたい。 

 

（３）についての予定事業 

 この事業については、今期から「福岡県男性等 DV 被害者のためのホットライン」として



相談規模を縮小して実施することになった。またこれまでのＬＧＢＴの方の相談と一緒に

なった。 

 毎週水曜日 １８：００～２０：００ 

 毎週日曜日 １０：００～１２：００ 

 

（５） についての予定事業 

 この事業については、「福岡県女性サポートホットライン」と言い、上述したように「困

難な課題を抱える女性の支援事業」として、電話相談、同行支援、出張相談など、幅広く女

性を支援する窓口として令和６年から始まった事業である。令和８年分から受託事業者の

プロポーザルが実施され、当法人が受託したものである。常勤職員３名、非常勤職員２名を

新たに雇用した。 

 現在、あらゆる困難を抱える女性からの相談が毎日あり、その多くはＤＶの相談である。 

 この事業を足掛かりに、法人としての支援力量だけではなく、法人規模も拡大したいと考

えている。 

                                      以上 


